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淡河神影工房 
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―里の人も街の人も元気になれる場所― 

農村の心豊かな暮らしを通して 

そこにある知恵や思想を学び 

未来に伝えていきながら 

ヒトとヒトの結び目をつくることを

目的に活動しています 

石峯寺 



理事長あいさつ 
日頃より、当法人の活動に対し多大なご支援を頂きまして感謝いたします。 
当法人は、神戸市北区の自然豊かな農村地域を活動拠点とし、都市部に暮らす多くの皆様に農村

の伝統的生活文化にふれていただける機会を提案することで、日常生活における農村地域の重要性
を感じていただくこと、また、文化財や史跡などの地域を構築してきた歴史を掘り起こすことで、
地域の魅力再発見にも寄与できると考えています。 
このたび２０２０年度の事業報告をさせていただきますが、２０２０年度は、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止が最重要課題と捉え、予定していた多くの事業を中止もしくは縮小せざるを得な
い結果となりました。安全で安心できる日常生活が戻ることを期待しながら、次年度においても感
染症対策を徹底した上で、当法人の設立目的を目指して事業展開を行っていきたいと思います。今
後ともにご援助とご支持をお願いいたします。 

 
事業報告 
主催活動 
●石峯寺ラボ「淡河町神影を知る 歴史講座 2020 昔の姿を 想像し
て 山城跡を歩く」（北区提案型支援事業）  
第 6 回 2020年 11月 28日   
参加者 25 名（淡河 2 名、吉川 14 名、一般 9 名）会員 5 名、ゲスト 1 名  

                               計 31 名 
講師に播磨の中世山城を現地で調査をされている木内内則さんを招き、

解説を聞いた後、参加者全員で山城跡を探索しました。  
神影から淡河、東播磨と歴史を学んでいくことにより、石峯寺が古くから

地域の文化の中心であったことが理解できました。特に石峯寺
のすぐ北側に位置する吉川町大門地区は石峯寺を中心とする
同心円上にあり、文化的にも共通することが大きい事を学びま
した。 

石峯寺の紅葉の変わらぬ景観を知ることで、神影の周辺環
境と手入れをしていくことの重要性を認識できました。 
 
 
 
 
 
 
 

淡河神影工房 

石峯寺 

竹林寺 

十輪院 

淡河神影工房 HP 
石峯寺ラボ 

活動報告ページ 



●石峯寺写真展 2020 
 石峯寺のモミジの写真を長く撮影されて来た前田省吾さん（三木市在
住）からお借りした写真 16 点を展示し、ポストカード 3 点も同時販売し
ました。展示は、11 月 23 日の「ぐるっと淡河」の開催日に合わせて、
淡河町野瀬のヌフ松森病院で実施しました。 
たくさんの地域住民の方に見ていただき、石峯寺の昔の話に花を咲かせ
ている拝観者を見ることが出来ました。 
写真パネルは工房で保管し、地域イベントがあれば今後も利活用した

いと考えています。 
 

●歴史の道整備 
歴史講座開催にあわせ、隣接地である三木市吉川町

の歴史愛好家や山林所有者の理解を得て、山城跡散策
路の整備を地域の方と実施しています。戦国時代の寺
院の位置づけも興味深いものがあります。 
 
●竹林整備 
地域の放置竹林の整備に取組みました。 
実施にあたっては、神戸学生スクラム事業から派遣された学生達
と協働事業としました。 
（学生スクラムとは、新型コロナウイルスの影響に伴う学生への
経済的支援を目的とし、地域や社会課題の解決支援、学生がこれ
らの課題を知ってもらうきっかけづくりとして実施されました） 
 
●十輪院の庭園整備のお手伝い 
 2019 年度の成果を受けて、十輪院庭園の整備に取組みました。  
  
●その他 
工房の整備として、倉庫の撤去を行いました。 

 
 
地元淡河や周辺地域の活動へ参加 

新型コロナの影響で地域活動が中止となり、ほとんど参加できませんでした。神影自治会の
クリーン作戦（ゴミ掃除や草刈りなど）への積極的な参加を行いました  

昔の人が見た景色や思いを未来に
繋ぐ事が、今、生きている者の役目
と思い、工房の方と山城跡を整備 
しています。 ｂｙ衣笠さん 
（吉川町在住） 



 

2021年度にやりたい事 
○石峯寺や十輪院など地域の財産を生かし、文化環境保全を継続的に学ぶ場として、
「神影を歩く会」、「石峯寺北側の城跡見学」、「淡河を含む旧美嚢郡の歴史を学ぶワー
クショップ」及び「十輪院の庭の手入れ」などを継続的に実施し、工房からの発信力
を強め、寄付金や準会員など幅広い活動支援を確保していきたい。 
○周辺環境の保全のための森や竹林の整備については、地域や都会の若者との協働活
動を目指す。 
○工房の魅力を充実させながら、コロナ禍にも配慮し、少人数での工房ラボ（括弧内
略）として発信したい。 

NPO 法人 淡河神影工房 
  

住所：神戸市北区淡河町神影北の坊 173番地 2 
お問合せ：Tel: 090-3998-3100 Fax: 078-954-0555   

ホームページ：https://ogo-mikage.net/ 
Facebook：「淡河神影工房」で検索 

寄付件数 3 件 20000 円 

正会員  10 件 112000 円 

準会員  2 件  6000 円 

 
 

■銀行振込■ 
ゆうちょ銀行 
四三八支店 
普通貯金  
口座番号：9537196 
口座名義： 
特定非営利活動法人淡河神影工房 
カナ：トクヒ） 
オウゴミカゲコウボウ 
 
■郵便振替■ 
口座記号-番号： 
00930-1-332585 
口座名称： 
特定非営利活動法人淡河神影工房 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

淡河神影工房の活動は皆様からの会員会費・支援・寄
付で運営されています。2021 年度もよろしくお願い
いたします。 
●準会員…3000 円/年間 
年に 1 回、活動報告書（本誌）を発送いたします。 
お振込みは右記の銀行振込または郵便振替にてお願いい
たします。 
●いつでも寄付大歓迎です！作業を手伝っていただける
方も常時募集しております。 
 

淡河神影工房を応援してくださる方へ 

車で新神戸まで約 50分 車で三田まで約 30分 

 

2020 年度のつながり実績 

新型コロナで 2020 年度にやりたいこと丸つぶれでした！
2021 年度はさらに進化させながらリベンジします！ 
皆さんの応援を心からお待ちしています。 
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